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要 約

琉球大学教育学部附属中学校の最近の裸題として ｢生徒の学習意欲の低下｣がある｡これを解決

する一つの手段として､｢能動的自己評価 (ActiveSelf-Evaluation,ASE)｣を導入し､生徒の ｢わか

らなかった事項｣､rできないと感じたところ｣を毎時間確揺する授業を試みた｡

自己評価を記入する振り返りシートに ｢授業計画｣を記載し､生徒には ｢授業計画｣を読んだ後

に目標を立てさせた｡振り返りシー トに記入された目標や疑問,記入内容に対する反省点を授業の

中で取り上げた｡振り返りシー トの記入内容に対して,明確な振り返りや自己評価ができるように

コメントや助言を記入していった｡その結果､66.9%の生徒が ｢シー トにある r授業計画』は目標

を立てるのに役立った｣と評価し､80.3%の生徒が ｢コメントはあった方が良い｣と回答した｡

生徒の感想として､｢目標を持ち､達成のために頑張れた｣の割合が最も高かった｡その他にも

｢目標を達成できるとうれしい｣､｢目標を立てる練習になった｣など､目標に関連した意見 ･感想

が目立った｡しかし､目標を立て､それを表現するということに生徒は苦手意識をもっていた｡反

対に､どのように学習に対する目標を立て.それを表出させていくのかが附属中学校が抱える裸題

を解決するための手立てであることを意味している｡

' 琉球大学教育学部理科教育論座 ･教育実践学教室 Educational PracticeMaJ'or,DepartmentofNattlral
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= 琉球大学教育学部学校教育教員養成採種理科教育申修学生 (現 沖縄県読谷村立古堅中学校敦拍) Student

ofScienceMaJ'or,E一ementaryandSecondarySchoolTeacherTrainingProgram,FacultyofEducation,
UniversityoftheRyukyus(PresentAddress:FtJrugenJuniorHigh Schoo】,YomitzLn,Okinawa),
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1.はじめに

1.1研究の背景

国立大学の教員養成系学部の附属学校は､児

童 ･生徒に初等中等教育を施すことだけを目的

として設置されたものではない｡母体組織であ

る教員養成系学部等と連携して､教育実習など

の教職に関する実践系科目の主要な場として教

員養成に主体的に関わることや､小中学校での

よりよい授業実践､教育活動を探求し､地域の

公教育の改善に寄与する共同研究を推進するこ

とも求められている｡

琉球大学教育学部附属中学校の最近の課題と

して ｢生徒の学習意欲の低下｣がある■)｡｢理

科離れ｣ という言葉が社会問題化2)してからか

なりの年月が経つが,特に中学校での学習内容

は小学校に比べて急激に抽象化されたものとな

り､難解な課題が多くなる｡そして､｢できな

い｣ことを多く経験するために､できたとして

もあまりすっきりしないことがある｡このよう

な時に ｢何のために勉強するのか?｣という疑

問が生じ､学年が進むにつれ ｢理科嫌い｣とい

う単一の教科に棲小化された問題ではなく､よ

り広い範囲で複雑かつ深刻な ｢勉強嫌い｣になっ

ていぐI｡こうした ｢生徒の学習意欲の低下｣

という,｢どこの学校でも抱えていそうな問題｣

を解決する一つの手段として､筆者らは ｢能動

的自己評価 (ActiveSelf-Evaluation,ASE)｣を

導入し､生徒の ｢わからなかった事項｣､｢でき

ないと感じたところ｣を毎時間確認する授業を

試みた｡

1.2能動的自己評価とは

能動的自己評価とは､日擦準拠自己評価とい

えるものであり､すでに多くの実践と成果が報

告されている -̀ 9'｡これは､設定した学習諌題

に対して､自分が考えた解決の予想と解決方法

の取り組みの結果,どこまで探題解決ができ､

何が未解決で残ったかという自らの問題解決の

取り組みの有効他と限界を自己診断 ･自己判断

し､そこからさらにその残された未解決をどう

すると解決できるのかという新たな解決策を検

討 ･実行し､その有効性を検討するものである｡

能動的自己評価の特徴は能助的自己評価という

行為そのもの､即ち ｢未解決 (目標未達成)事

項｣を子ども自らが把握していく過程そのもの

が学習活動となることである｡この過程を通し

て､子どもたちの自己診断 ･自己判断力の育成

とともに､未解決事項をどうすれば解決できる

かという問題解決の修正 ･改善 ･発展の仕方の

検討力を育成することを重視している9㌧

1.3本研究の目的

本研究では.はじめに筆者らの日常の授業実

践と対応した自己評価シート (振り返りシート)

の作成を行い､最適な設問内容やシートの様式

について検討した｡次に完成した振り返りシー

トを活用した授業を実践し,生徒の ｢わからな

いJを把握しながら行った授業実践や学習支援

のありかたについて検証することを目的とした｡

2.方法

一連の授業実践は､全て琉球大学教育学部附

属中学校で行った｡実践の対象となった生徒は

平成19(2007)年度入学生である｡

2.1授業実践に最適な自己評価シート (振り返

りシート)の作成

能動的自己評価を授業に導入するために､ま

ず筆者らの日常の授業実践に適した ｢振り返り

シート｣と名付けた自己評価シートを作成した｡

振り返りシートのレイアウトはシート1枚 (B4

版)あたり授業6単位時間分の自己評価を記入

する形とした (図1)C次に､筆者らの授業実

践と作成した振り返りシー トに設定した設問の

妥当性や効果を確認するための授業を行った｡

振り返りシートの妥当性を検討するための授業

実践は､まず､第四筆者が担当していた2クラ

スを対象に2008年1月上旬から3月上旬 (期間

Ⅰ～Ⅱ)にかけて行った｡さらに翌年度､進級

したその学年を担当した第三筆者が2008年5月

下旬から6月上旬 (期間Ⅳ)に4クラス全てを

対象に実施した (表1)｡
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図1 作成した ｢振り返りシー ト｣の基本レイアウ ト

B4版川紙の両面に上記のようなレイアウトで印刷し.折り曲げて虫なるようにしてシー トを作成した｡

表1 最適な振り返りシー ト作成のための試行

期間 Ⅰ 期間Ⅱ 期間Ⅲ 期間Ⅳ
期 間 平成2CK2008)年 平成20(2008)年 平成2α2008)年 平成20(2(氾8)年

1月上旬-1月下旬 1月下旬～2月上旬 2月上旬～3月上旬 5月下旬～6月上旬

対 象
附属中学校

第 1学年 2クラス
附属中学校

第 1学年 2クラス
附属中学校

第 1学年 2クラス
附属中学校

第 2学年全4クラス

振り返りシー ト 振り返りシー ト 振り返りシー ト

備 考 仰-:.=E:E=.L..,1 2回目実施 3回目実施 4回目実施
振り返りシー ト

1回目実施
(1回目のものを改良) (2回目と変更なし) (2回目と変更あり)

投 JE騨 tBア ン ケ ー ト

=のアンケートは.これからの可flの控JLを良くするために行い*す.そのために.触 んの書中

なせ守や中丸を書いてください.

このTンケートがFW l二田CLすることは-切あLJません.

(1.次のFlmをよくEtんで.出てはずると払うJA所に0をつけてく1='さい 〉

1.枚Jtについて

ftM1この投■に桝 .mOをも.)て取U岨むことができた--

ft内2この枚Jtに食欲約･gLa的になり岨むことができた- ･･･

ft何3みんなとtB力して嬢JEIこもり瓜t;ことがでせた･････-･･･

tR4Bり盗りシートのE)Qを舶 fiIために

桝 中､句中もことができた･････-

2.nり五りシーH=ついて

JI内1このシートは1脚 菅に役立つと思う-.･･-･･･--･

只Fq2このシートがあると可脚 に暮歓的･tAI那即こ

tLり伽 atEう････--････････････-･･-･････-

叩 3このシートにEl坪を書くのは田JLだった- -･- - ･･･

ft伺4このシ.+ に反省点を書くことは位斗だった･･-I--･･.

JtFZl5シーH=あるr糾 PEEJは84を立て的 =触 った-

Pl托6書いた内さには先生からのコメントがあほ うが良い････耳何丁 さもんと投JEを妊り玉って.自己P缶を書くことができた･･･
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図2 授業評価アンケー ト
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振り返りシートを用いた自己評価を実施する

ごとに､生徒の記述内容からシー トの問題点を

考察し､筆者らの授業実践のスタイルに対応し

た形へ改良しながら実施を重ねた｡

2.2能動的自己評価を取り入れた授業実践と生

徒への学習支援のあり方についての検証

前述の試行の結果完成した ｢振り返りシート｣

を授業へ効果的に導入するためには,授業展開

や授業者の必要な支援方法を具体的に考察し､

その効果を検証しなければならない｡そのため

の授業実践は､第三筆者が2008年11月下旬か

ら12月上旬に実施した｡実践した単元は第 1

分野 ｢奄流とその利用｣であり,4クラス全て

を対象に行った｡

｢振り返りシート｣やそれを用いた授業展開 ･

支援方法の効果を検討するために､実践前後に

生徒全員にコンセプトマップl川を作成してもらっ

た｡さらに実践授業終了後に授業評価アンケー

トを嚢施した (図2)｡また､授業の様子をビ

デオで記録し､実践現場での観察記録とあわせ

てその内容を分析した｡

コンセプトマップの作成は生徒達にとって初

めての経験であったが､その方法の理解に時間

をかけられなかった｡そのため､生徒に概念の

階層化やリンクワー ドの記職までを強く求める

ことをせず､得点化の処理を行うこともしなかっ

た｡分析の際には,教科讃…に太字表記されて

いたり授業者が重要語句として板書したりした

単語を ｢単元ラベル｣として整理したQ内容の

分析は福岡の方法■2'を参考にして､学習の前後

で総ラベル数や単元ラベル数の変化､リンクワー

ドの内容やつながり方の変化を分析し､｢屯流

とその利用｣単元に関する知識や概念の変化を

調査した｡

授業実践後のアンケー ト調査 (図2)では､

授業及びシー トに関する評価を4件法で行った｡

さらに､生徒の率直な意見を得るために自由記

述形式の感想柵を設けた｡

3.結果と考察

3.1最適な自己評価シー トの形式について

/-_l三従の rわからない｣ を把握するために.ど

のような自己評価シー トが最適であるかを検討

するための授業実践は4回実施し､その都度改

良と検証を繰り返した｡

3.1.1期間 Ⅰ(2008年1月上旬～2008年1月下旬)

の実践

期間 Ⅰでの自己評価シー トには､次の4つの

事項を意識した評価項目を作成した｡まず､生

徒に本時における目標を自由に記述させるため

に､設問lr今日の目標を苗こう｣ を設定した｡

次に､授業を受けた後に生徒が理解できたこと

や解決できたことを自由に記述させるために､

設問2｢授業で学んだこと ･分かったことを書

こう!｣を設定した｡この設問への回答記述を

通して生徒が授業を振り返ることが可能となり､

その振り返りに基づく自己評価ができるように

なることを意図した｡反対に設問3｢授業でで

きなかったこと･分からなかったことを書こう!｣

を設定し,生徒が解決できなかったことや疑問

に感じたことを自由に記述させることにした｡

この設問への回答記述を通して､生徒に授業中

自分自身がどのような行動や態度だったのかを

振り返らせることが可能となり､その振り返り

に基づいた自己評価ができるようになることを

息図したC最後に設問4｢次回の授業でどうし

たら分かるようになる?｣を設定した｡この設

問では設問3で記述された解決できなかったこ

とや疑問に感じたことに対して､次回の授業で

どのような行軌をして解決するべきなのかを自

由に記述させた｡この設問を通して生徒には自

分の課題となる点を把握させることが可能とな

り､課題を達成しようとする動機が生まれ､生

徒自身の理科に対する意欲 ･関心が高まること

を意図した｡

考案した振り返りシー トは表2に示すような

授業展開で用いた｡
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表2 振り返りシートを用いた授業展開

授業開始前 - 号令後 - 授業 - 終了5分前 - 授業終了後

係の生徒が振り返
りシートを各生徒
に返却する

黒板に番かれてい
る授業テーマを見
て､設問1(目標)

を記入する

設問2-4を記入
する

回収 ･授業者によ
る提出状況の確認

(i ) 川 J'Ib'EWF,

亨雷下雫んだこ上･分■うたことt雷こう(
抑 i/,･Atメ潜巾 ､亡 瓦井のr3(.-JA',1:.花火1171'

升.>ウム寸鯛･い草かTを純 一'ThヲttdJLで也轟象か○たこ七･分かBaかゥたこと■●こうt

い鼻/打rもr:れ てaT:仇T:｡

臓 .e9I.た8分>■J;ウ仁義87
求tJ:セ 柵 E=伸 ,てaIげ.榊

(B) (I)月(Z･♭日(料 )

+EIEll&';'鞄 後 者理 解 す る @

節 ;･:;pb'p-諒等敬敵 を如 ､5

撫義で出集中かゥたこ七･分からなかゥたことe●こうl

豊 麗 装 誌 yf_;_?I_讐 _T__FI'_霊 へ-
濃厨の撫轟で､どうしたも分かるJ:うに食も?

;k(い lうん fJ:有 産 T.･考えて
隻空LてLJ空T=tJ

図3 期間 Ⅰにおける振り返りシートの記入例

A.ある男子生徒の記入例.授業者が黒板に示した授業テーマは ｢有機物と無機物の追いが分かる｣であった:
a.ある女子生徒の記入例,授業者が黒板に示した授業テ-マは ｢金属の特徴を理解する｣であった｡

図3は､期間 Ⅰにおける生徒の記入例である｡

期間 Ⅰでの実践の結果から二つの事項が明らか

になった｡

まず､図3で示した生徒のように､6回の授

業の全てで95E:/C以上の生徒が設問lr今日の目

標を背こう｣に対して､授業者が黒板に示した

授菜テーマを記入した｡第四筆者の授業実践で

は､軽時間 ｢授業テーマ｣ と越して本時の学習

内容の概略を示し､それを板書していた｡この

ような授業スタイルでは､生徒個人に設問1の

ような形で､本時の到達目標を能動的に設定さ

せることは困難であり､この設問そのものにも

改善の余地がある｡さらに､ただ単に ｢学習内

容から目標を設定する｣ という作業指示以外に,

生徒が本時の到達目標を能動的に設定する際に､

授業者が何らかの支援を行う必要がある｡

次に､設問2､3が日楯に対する具体的な評

価ではなく､単に授業そのものの内容や理解し

た事項､実験 してみたかった行為を示すだけに

なってしまった｡これでは目標に対する振り返

りや生徒のつまずきを把握できず､自己評価を

通 して自己診断 ･自己判断力を育成し､生徒の

｢わからない｣を把握 しながら授業実践するこ

とが難しい｡

3.1.2期間Ⅱ及びⅢ(2008年1月下旬～2008年3月

上旬)の実践

3.1.1の結果を受けて､期間Ⅱ及びⅢでは､

目標に対する評価だけではなく､自分自身の授

業に対する課題を把握させ､それに対する解決

策を考えさせることで生徒自身の問題解決能力

が高まることを期待して､設問の文言を修正し

た｡さらに､次のような改良を施した振り返り

シー トを用いた｡シー トを活用した授業展開は

期間 Ⅰと同様である｡

第-に､授業者が提示している ｢授業テーマ｣

(本時の学習内容の概略を示 した見出 し) と

｢各人が設定する目標｣を区別するために､設

問1 ｢授業の 『テーマ』 を苗こう !｣､設問2

｢自分の 『目標』を書 こう !｣をそれぞれ設定

した｡設問1では､生徒に板番されている授兼

テーマをそのまま記入させた｡設問2では本時

における目標を自由に記述させた｡設問2では､

設問1と関連させ､授業テーマと目標を別々に
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記述していくことを意図した｡さらに､授菜者

が ｢テーマと目標は別のものなので､自分で考

えた目標を立てる｣ 旨の指導をした｡

このような設問文の改善と支援を施すことで､

生徒が自分白身で考えて目標をIT.てることが可

能になり､また､自分の目標を達成したいとい

う動機により,授業に対する意欲や学習姿勢も

変わってくることを期待した｡

次に､設問3｢『目標』の中で達成できなかっ

たことは ?｣を設定した｡ この設問では設問2

で設定した目標に対して､生徒自身が達成でき

なかったことを自由に記述させた｡自分が設定

した目標と授業での達成度を振り返ることで自

己評価を行い､それに伴って自己分析能力が高

まることを期待した｡ここで､達成できなかっ

たことという消極的な事柄をあえて記入させた

のは､.設問4｢次回の授業で 『目標Jlを達成す

るためにはどうする?｣を設定し､ここで記述

させる内容と関連させることを意図したためで

ある｡露と問4では､設問3で記述した達成でき

なかった事柄に対して､次回はどのような行動

をして日機を達成していくのかを生徒に自由に

記述させた｡

図4は,期間Ⅱ及び皿で実施した振り返りシー

トの記入例である｡前述の設問内容で振り返り

シー トを実施した結果.前回の問題点が改善さ

れた｡

まず､授業テーマと目標を記入する欄を個別

に設け,授某者が単に日樟設定の指示を出すだ

けでなく､授業テーマから自分の目標を立てる

図4 期間Ⅱ･Ⅲにおける振り返リシートの記入例

A.ある判子ff:.徒の記入例:B,ある女子fL三従の記入例｡

l I仙TWLT . ~｢ ~ ,
-3 l LLK

≡≡ 重三…三 ≒ ≡ +ー ≡
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 10

図5 期間 Ⅰ～Ⅱにおける各授業での生徒の目標と授業テーマとの関係

-72-



ように生徒に対して指導した｡その結果､Jgll削

Iと比べて!-fIi従が授業テーマとは兜なる独自の

目標を設定できるようになってきた (図5)0

その割合は授菜内容によってばらつきもあり.

ほとんどの生徒が達成できたわけではない｡し

かし､この形式の振り返りシー トを桃川してい

くことで､rtlf1日司の問題点である ｢授繋テーマ-

目標｣となるft三従が減少し､生徒の目標設走能

力が高まることが期待できる｡

次に､目標に対する評価ではなく授菜内容の

振り返りを記入していたという問題点に対して

は,図4の(i,:_従の設間3の記入例からも分かる

ように､目標を自己設定できた生徒は､目標に

対する振り返りを行い､その内容を振り返りシー

トに記述できるようになった｡これは ｢目標 ｣

という単語を設問に取り入れたので､/=I三徒が目

標を意識し自己評価を行ったとも推察できる｡

しかしながら期間Ⅱ及びⅢの実践の結果から､

新たな問題点も明らかになった｡

まず､設問3に/-1三従が記入した内容だけでは､

授業者がそれぞれの生徒について､どの程度目

標を達成したのか(あるいはできなかったのか)

を把握することには困難があるC単元終7後な

どに振り返りシー トを読んだ際､自分がどの程

度達成できていたのかを把握することは,授業

者のみならず生徒にとっても重要であると考え

られる｡そのため､授業者と生徒の両方が日雌

の達成度を把握するための改良が必要である｡

次に,設問3で生徒が目標に関して達成でき

なかった事柄を記入させたが､ただ単に授業の

最後に記入させるのではなく､達成できなかっ

た理由を授業での言動や態度から振り返らせ､

自らの問題点や秋越として認識させる方が､よ

り効果のある自己評価になるのではないかと思

われる｡そして､その問題点や謙越を解決する

方法を考えることで､生徒のもつ問題解決能力

が高まることが期待されるため､それを意識し

た授業者側の学習支援や指導が求められるC

3.1.3期間lV(2008年5月下旬～2008年6月上旬)

の実践

期間Ⅳでの実践では､これまでの問地点を解

決するために以下に示す改善策を施した｡シー

トを清川した授菜展開はこれまでと同様である｡

まず,州聞u及びⅢの実践と同様に､設問1

として ｢授業のテーマ｣ を生徒に記入させた｡

これにより生:.従に授業テーマと目標は異なるも

のだと認識させる｡それに加えて今回の央施で

も引き続き ｢テーマと目標は別のものなので､

自分で考えた目標を立てる｣旨､授業者が指導

したC授繋テーマと目標を別々に記述させるた

めに､設問2｢自分の目標｣も設定した｡これ

までの実践と同様に､この設問では生徒に本時

における目標をFll糾こ記述させたoこれにより､

自分自身で目標を立てることで､自分の目標を

達成したいという動機が生まれ､授業に対する

意欲や学習姿勢も変化してくることを期待した｡

一方､設問3r今日の目標は ･･･ (本時の

評価)｣については､枝間 (1)｢どのくらい達

成できた?｣と (2) ｢100%にならなかった理

由は?｣を設定した｡枝間 (1)では.設問2

で設定した目標がどの程度達成できたのかを､

生徒自身に棒グラフで表現させた｡棒グラフを

用いて視兜的 ･定員的に表現することにより､

授業者､生徒自身の双方が振り返りシートを確

認した際に達成度を把握しやすくした｡枝聞

く2) では､目標の中で達成できなかった部分

に対して､なぜそれが達成できなかったのかと

いう埋Itlを自由に記述させた｡これは実施期間

止及びⅢでの問題点を踏まえ､達成できなかっ

た事柄を記述させるよりも､なぜ達成できなかっ

たのかというPJ!由を振り返らせることで自己評

価としての効果を高めることを期待した｡また､

この設問の記述内容を授業者が把握することで､

生徒の課題や問題点に即した支援が可能になる

と思われる｡

最後に､設問4｢次の授業を受ける時に気を

つけたいことは?｣を設定した｡この設問では､

設問3 (2) の記述内容に対して次回の授業で

どのような行動をして目標の達成を目指すべき

なのかを自由に記述させた｡この設問を通して､

生徒には自分の課題を把握でき､目標を達成し

ようとする動機が生まれることで､学習に対す

る意欲 ･関心が高まることを期待した｡
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図6 期間Ⅳにおける振り返りシートの記入例

A.ある朋子生徒の記入例:a.

図6は､期間lVで実施した振 り返りシー トの

('3;il入例である｡設問3 (1)の棒グラフによっ

て､生徒は授業ごとに達成度を記入し､授業者

はその程度を容易に確認できるようになった｡

しかし､生徒によって達成度の判断基準は晃な

るので､生徒間で同様の達成度を示している場

合でも､生徒の示した達成度が授発音側の看取

りの評価と必ず一致するとは限らない｡能動的

自己評価を取り入れた小学校5咋生の書写の授

業実践では､実践を重ねるにつれて行動目標達

成に対する児虫の自己評価と教師の判断とが一

致する傾向が見られたことから､能動的自己評

価の累積により､目標と-資性のある子どもの

自己判断力が有意に高まることは期待できる～日｡

しかし筆者らの実践は､まだその段階まで進ん

でいないと考えられるため､現段階では,授業

ある女子生徒の記入例｡

者は振り返りシー トを生徒の総括的評価の手段

として用いるのではなく､あくまでも授業実践

の評価や指輔方法や授業自体の改善のための補

助資料として用いることが妥当である｡

一･方､設問3 (2) の記述について､生徒一

人ひとりの記述内容を確認し､目標を達成でき

なかったJ-I;l!I封が記述できているかを判定した

(図7)｡全6時l胡】分の授業で､生徒の約4割に当

たる60人は理由を記述できている回数が3回以

下となった｡達成できなかった理由を記述でき

ていない原閲としては､ワークシー トの様式に

慣れていないこと､生徒の目標と自分の言動を

照らし合わせて評価を行う自己分析能力が低い

こと､生徒が授業に積極的に参加していなかっ

たために授業内容を振り返ることができないこ

と,教師の支援方法の不適切さなどが考えられ

l l t

6回5回 14 li 】 ー男子/人

t.==:u:.=.世態≡.5.i..:L=.Jim;.;i.=..=T.=中 嶋由一 フ3 ]

監4回霊 ヨ回Pr< 2回 i ~~ー l

｢=.....m =ん=′-1 17

-iS.nl=二i=≧士j.鼻血=_ら..云1-.J 1只Ju血連山 J 11 l l

臼1回0回 I出 血 払誠∴払 中』a h 口女子/人010 20 30 4

図7 期間lVでの r達成できなかった理由｣を記載できた生徒数
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る｡能動的自己評価は､累積により目標と一貫

性のある自己判断力が有意に高まっていくこと

が指摘されていることから9㌧ 短期的に振り返

りシートを導入した授業を実践するのではなく､

比較的中長期的な期間 (例､ある年度や中学校

3年間)においてこのような取り組みを続けて

いくことがこの問題を解決する第一の方策であ

ると推察される｡

3.1.4振り返りシートの導入から見えてきた筆

者らの授業実践が抱える問題点

期間 I～IVで実施した振り返りシートを用い

た授業実践から共通して明らかになった問題点

は次の2点である｡

一つ目に､授業テーマを授業の冒頭に明示す

るだけでは,生徒が目標を立てることは難しい

ということである｡

期間 Ⅰ～Ⅳを通して､｢先生の話をよく聞く｣

｢おしゃべりをしない｣などの意欲 ･態度の評

価観点に基づく情意的な目標を設定している生

徒が確認できた｡また,授業テーマを少し変化

させただけのものを目標として設定している生

徒も確認できた｡このような記述が確認された

のは､生徒が授業の流れや内容を把握していな

いために､どんな目標を書いてよいのか分から

なかったためだと推察される｡また､授業者の

授業展開が授業テーマのみを板香し､それが授

業の導入へとつながるものであったことも原因

の一つだと考えられる｡生徒自身に､取り組み

たいと思わせる目標を設定させることが学習に

対する意欲や関心を向上させることにつながる

と考えられるため､そういった目標を設定させ

るためには､振り返りシートの設問だけではな

く､授業展開 (とりわけ導入段階)の改良が必

要不可欠である｡

二つ目に､生徒が目標に対して､自分の言動

を振り返り､自己評価を行うことが難しいこと

があげられる｡

期間 Ⅰ～Ⅳを通して､生徒の自己評価に関す

る記述内容には特筆すべき改善が見られなかっ

た｡これは､生徒が授業中に自分が設定した目

標を意識できていないこと､それに伴い授業中

に目標を意識できるような機会がないことが考

えられる｡目標達成のために考え､行動してい

くことが生徒に必要な学習姿勢として求められ

るので､授業の中で生徒自身の目標が意識でき

るような授業展開の改良や支旗が必要だと考え

られる｡

3.2 能動的自己評価を取り入れた授業実践と

生徒への学習支接のあり方についての検

証

3.2.1授業実践へ向けた配慮

振り返りシートの作成段階での授業実践から､

これを用いた授業実践を行う際の授業者の配慮

事項は､

①授業テーマ (本時の学習内容の概略を示す見

出し)だけを与えられても､生徒は目標を立

てることが難しい

(診生徒が目標に対して､自分の言動を振り返り､

自己評価を行うことが難しい

③生徒が目標を達成する事を意識しながら､授

菜に取り組むことが難しい

という3点である｡

これらを意識しつつ､その次の段階として授

業展開や授業者の必要な支援方法を具体的に考

察するために､次のような授業展開 ･支援方法

を導入した授業を実践した｡

【具体的方法①】

振り返りシートに ｢授業計画｣を記載し､生徒

には ｢授業計画J を読んだ後に目標を立てさせ

る

生徒が持つ理科に対する意欲 ･関心の度合い

を向上させることが本研究の目的である｡その

ためには､積極的に授業に参加できるような目

標を生徒自らが設定する必要がある｡しかし､

前述の実施期間 Ⅰ～Ⅳの全てにおいて､｢先生

の話をよく聞く｣ ｢おしゃべりをしない｣ など

の意歌 .態度の評価観点に基づく目標を設定し

ている生徒が確認できた｡このような目標を設

定するだけでは､本当の意味での科学に親しみ

たいという意欲 ･関心の度合いは高まらないと

思われる｡

そこで､学習指導案 (細案)で示す授業計画
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図8 授業計画つき振り返りシート(表面)

惑面は左半面と同じ記入棚が2つく4回分)印刷される｡

と同様に､学習活動の流れを ｢授業計画｣ と称

して表示し､振り返りシー トに記載した｡図8

は実際に生徒に配付した ｢授菓計画つき振り返

りシート｣ である｡これは､授業者の作成する

指導計画を生徒が理解できるように簡略化した

ものである｡

この ｢授業計画｣を記載することにより,坐

徒が本時ではどんな実験を行うのか､何を学ぶ

ことができるのかを把握できる｡そして､授業

の内容に即した目標設定を行うことで､生徒が

持つ理科に対する意欲 ･関心の度合いは高まる

ことを期待した｡

【具体的方法②】

振り返りシートに記入された目標や疑問､記入

内容に対する反省点を授業の中で取り上げる

前述の実施期間Ⅰ～Ⅳにおいて､生徒の自己

評価に関する記述内容には特筆すべき改善が見

られなかった｡授業での自分の言動に基づいて

明確な自己評価を記入することができている生

徒もいれば､記入した自己評価が唆味な生徒も

存在していた｡特に記入内容が唆味な生徒に対

して､授業者からの助言や明確な記入内容を例

示するなど記入に関する支援を行っていなかっ

た｡その原因として､授業の中で目標を振り返

ることができなかったこと､他の生徒が設定し

た良い目標や振り返りに関する記入内容に触れ

る機会がなかったことが考えられる｡これでは､

問題解決能力を育てるには不十分である｡

そこで今回の実践授業では､授業の中で振り

返りシー トに記載された事項を可能な限り取り

上げることにした｡具体的には､目標や自己評

価を明確に記入できている生徒に発表させ､良

い記入例を学級全体で共有したり､授業者が振

り返りシートの記載内容の傾向を把握し学級全

体に伝えることで､生徒に探題点を諸政させた

りした｡こうした括動を授業者が意図的に授業

で行うことによって､生徒が持つ自分を振り返

り､課題 ･問題点を把握する力､それに伴って

裸題 ･問題点を解決する問題解決能力が向上す

る事を期待した｡

【具体的方法③】

振り返りシートの記入内容に対して､明確な振

り返りや自己評価ができるようにコメントや助

言を記入する

これは､上述の②と関連し､生徒の振り返り

シートに記述する能力が向上する事を目的とし

たものである｡これまでの実施期間においては､

生徒一人ひとりの記入内容に関する支援を行っ

てこなかった｡そこで今回は､振り返りシート

の記入内容に関して､授業者がコメントや助言

を記入していった｡これにより生徒の記入内容

や振り返りを適切な方向へと修正することが可

能になると思われる｡また､授業者からのコメ

ントが生徒の動機付けにもなる可能性が期待で

きる｡

3.2.2授業実践

これらの方策を導入した授業は､6時間で行

う計画であったが､実際には3時間日と4間目

の内容を1時間分にまとめて行い､計5時間で

実践した｡授業実践の前後に生徒の認識の変容

を調べるためのコンセプトマップの作成を行っ

た (表3)｡図9-13は5時間分の授業記録であ

る｡振り返りシー トの記述について取り扱った

部分には､下線を付けた｡
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表3 授業実践の概普

対 象 :附属中学校 第2学年全4クラス
期 間 :平成20(2008)年12月
単 元 :第 1分野上 ｢電流とそのはたらき｣

コンセプトマップ作成 ･事前確認テス
トの実施

2 電気の歴史や電気の正体を知ろう !

3 静電気を起こしてみよう!

4 静電気の仕組みとその利用について

電流の通り道とその表し方について学
ぼう

6 ブラックボックスに挑戦 !

コンセプトマップ作成 ･事後確認テス
ト･アンケー ト調査の実施

･コンセプトマップを作成する
･事前確認テストを実施する

･電気の発見や利用についての歴史や電気の正体について学
び､電気についての興味 ･関心を高める

･静電気を発生させる実験を行い､静電気の発生条件や特性
などについて学ぶ

･静電気が発生する仕組みを､実験を通して考察し､まとめ
る

･静電気のはたらきゃ電流についてまとめる

･静電気が日常生活で利用されている例を学ぶ

･回路に関する簡単な実験を行い､回路図の必要性や表現方

法､回路用図記号について学ぶ

･グループ実額を通して､見えないようになっている配線を

考察する

･回路図の表現方法を定着させる

･コンセプトマップ､事後確認テス ト､アンケート調査を実
施する
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3.2.3授業実践スタイルの変更が生徒の概念形

成に及ぼす影響

上述した改善案を取り入れた授業実践が生徒

の学習にどのような影響を及ぼすのかを調査す

るために､生徒が持つ ｢電気｣に関する概念の

授業実践前後での変化をコンセプトマップで調

査した｡図14､15はある生徒のコンセプトマッ

プである｡

実践前のコンセプトマップで確認できた概念

ラベルは,大きく ｢環境問題に関するラベル

(髄気自動車や発砲方法､エコなど)｣､rll常生

活に関するラベル (家電製品や家奄メーカー､

漫画やアニメなど)｣､ ｢理科での学習や実体験

に関するラベル (静奄気や鴎池､下敷きなど)｣

の3つに分類することができた｡コンセプトマッ

プからは様々な視点からの概念ラベルを確認で

きたが､｢理科での学習や実体験に関するラベ

ル｣を記入できている生徒は154人中77人であっ

た｡このことから､実践前の段階では､半数の

生徒が学習に関連した概念についての認識が低

いことがうかがい知れる｡さらに､｢理科での

学習や実体験に関するラベル｣ を記入している

生徒のラベルからは､｢領磁石｣ や ｢コイル｣

などの小学校空挺科における屯気分野の概念ラベ

ルは ･切確認できず､十分な概念を持っている

ともいえない｡一方で､少数ではあるが r魔力｣

や r奄圧｣ などこれまでの理科の学習ではまだ

扱っていない単元ラベルも確認できた｡これは

学習塾などで既に学習している生徒がいたため

だと考えられるC

図14の生徒の場合､実践前の段階でのコン

セプ トマップには概念ラベルを26個確認でき

たが､単元ラベルは確認できなかったOまた､

その内容は､｢火力発電｣ ･｢水力発奄｣など

の発砲方法のラベルや r雷｣ ･ ｢雲｣などの自

然現象に関するラベル､｢コンセント｣ ･｢ケー

タイ｣などの家'iu製品に関するラベルであった｡

即ち､｢電気｣ を身近に感じてはいるが､現象

や製品名が多く､小学校で学んだ電気のはたら

きゃ回路の性'i-守についてなど科学的な知識につ

図14 ある生徒の授業実践前のコンセプトマップ
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図15 ある生徒の授業実践後のコンセプトマップ

当該生徒はLgl14のコンセプトマップ作成者と同一人物O

いてはこのコンセプトマップからは確認できな

かった｡それに対して授業実践後のコンセプト

マップからは､概念ラベルを15個､単元ラベ

ルが6個確認できた｡概念ラベル数は減少して

いるものの､単元ラベルが新たにLll現した｡こ

の生徒が持つ奄気に関する概念に科学的な知識

が新たに備わったことが表出されてきている｡

2回のコンセプトマップ作成時に出席してい

た154人の生徒の授業実践前後での ｢全概念ラ

ベル数｣と ｢単元ラベル数｣ の変化を t検定で

比較した結果が表4､5であるO表4より､実践

前後における概念ラベル数には有意差があり

(p<0.01)､実践後は実践前よりも全概念ラベ

ル数が減少していた｡しかし､表5から､実践

前後における単元ラベル数にも差があり,実践

後のほうが実践前よりも単元ラベル数が有意に

増加していることが分かる (p<0.01)｡つまり､

電気に関する概念が形成されなくなったのでは

なく､実践授業を通して､学習内容に関連した

奄気に関する概念がはっきり表出されるように

なったと考えられる｡このことから､振り返り

シー トを帝人した今回の授業実践は､生徒の科

学的な概念の形成には負の影轡を及ぼさなかっ

たといえる｡

表4 実践前後における全概念ラベル数の比較

実践前 実践後 差

サンプルサイズ

標本平均

標本分散

不偏分散

差の標準偏差

t

154 154 154

17.95 16.02 1.94

84.47 69.81 55.67

85.02 70.27 56.03

0.6

3.21

有意水準1%での棄却域(t)-2.617

表5 実践前後における単元ラベル数の比較

実践前 実践後 差

サンプルサイズ

標本平均

標本分散

不偏分散

差の標準偏差

t

154 154 154

0.77 3.27 -2.50

1.17 7.∞ 5.83

1.17 7.05 5.87

0.20

-12.80

有意水準1%での棄却域(t)-2.617
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3.2.4一連の学習活動に対する生徒の評価

表6は鴫流単元の授業展開及び指噂 方法につ

いてのアンケー ト調査の結果である｡全ての項

目について ｢かなりそう思う｣､｢ややそう思う｣

を肯定的な回答､｢あまりそう思わない｣､｢全

く思わない｣ を否定的な回答として合計人数を

換算し､1×2鮭接確率検定 (両側検定)を行っ

たところ､授業については全ての.頃日で有意に

肯定的な紡果が得 られた (p=0.0000<0.01)C

このことから､生徒が今回の実践授菜に対して

意欲的 ･械機的に取り組んでいたと評価できる｡

特に､質問41髄 り返 りシー トのl]標を達成す

るために､授業中､頑張ることができた｣ では､

76.4%の幹定的恒l答を得られたことから､半数

以上の生徒が何らかの目標達成を意減しながら

授菜に参加ル ていたと考えられる｡これまで､

自身の目標を持つ機会がないまま理科の授菜に

参加していたという状況を考えれば､今回の実

践での活動は自己分析能力や問題僻決能力の高

まり､授業に対する意欲や学習姿勢の改善へ繋

がる兆しとなりえる｡さらに､振り返りシー ト

の導入を続けていくことで,生徒の持つこれら

の能力は向上していくことも期待される｡

しかしながら､振り返りシー トそのものへの

評価は決して高くはなかった｡質問1｢このシー

トは理科の学習に役立つと思う｣､質問2｢こ

のシー トがあると理科の学習に意欲的 ･横極的

に取り組めると思う｣では評価が二分した｡前

述のアンケー ト分析 rl.授業について｣にあ

るように､授業への取り組みに関しては多くの

指定的回答を得ることができたにもかかわらず､

このように評価が二分した埋由は､'B間3 ｢こ

のシー トに目標を書くのは簡単だった｣及び質

問4｢このシートに反省点を書くことは簡単だっ

た｣の結果からうかがい知ることができるOこ

の二つの設問に対する回答は有意に否定的な結

果が得られた｡質問3､4は生徒が振り返りシー

トへ目標や反省を記入する行為をどの程度簡単

に,あるいは難しく捉えているかを調査したも

のであるが､どちらも難しいと捉えている生徒

が過半数を超えている｡この結果から､多くの

生徒が振り返りシー トの記入を苦手として､振

り返りシ- トに消極的な印象を抱いたために､

質問1､2の結果が得られたと推察される｡そ

うであるならば､生徒が振り返りシー トへの目

標 ･反省の記入を円滑に行えるように設問内容

の再度の見但しや授業者の指示 ･指導 ･支援方

法の改善が求められる｡またその改善が､生徒

のEl標 ･反省を考えるために必重な能力を育て

ることにつながっていくと考えられる｡

讐引hrJ5｢シー トにある 『授業計画』は目標を

立てるのに役立った｣ 及び矧 hlJ6｢二古いた内容

には先生からのコメントがあると良い｣は､今

回の授業実践ではじめて導入した項目に対して

の評価であるC質問5では66.9%のJ生徒が ｢役

立った｣ と判断している｡実際に授業中でも､

授業計画を読んだ後に目標を記入する生徒の姿

が多く見受けられた｡また,目標そのものの内

容もこれまでと比較するとより詳しく讃かれて

いる帆 Jilが見られた｡これらの結果から､授業

計画を明示することが生徒の目標設定 ･記入に

関して効果があることが推察される｡しかし質

問3の結氷も柁まえると､目標の記入を苦手と

する生徒に対して更なる改良が必婆である｡

質問6では80.3%の生徒が ｢コメントはあっ

た方が良い｣と回答している｡後述する自由記

述の結果にも ｢先生からのコメントがあるとど

こが悪いのか分かる｣というように､生徒が授

業者からの返信コメントを目標設定や振り返り

シー トへの記入の際に活用していることが推察

されるOまた､シー トには生徒からの質問が記

入されることもあったが､授業者がこの質問に

回答することでシー トが生徒の疑問解決の場に

もなり得ることが分かった｡コメントを通して

生徒の振り返りシー トへの記入方法を改善させ

ることが可能であり､また疑問解決を行うため

の有効な支援策となることで､高い教育効果が

得られると期待される｡

表7は､生徒の率直な意見を把握するために

自由記述形式で感想を求めた結果から､占める

割合が高かった意見を示したものである｡

宵定的な意見 ･感想として､｢目標を持ち､

達成のために頑張れた｣の割合が虫も高かった｡

その他にも ｢目標を達成できるとうれしい｣､
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表6 授業実践後の生徒からのアンケート調査結果

授業について か誓 う や冨言う 笥 憲 ? 憲孟芸L51 無回答 直接;X*2検定

この授裳に興味 ･関心をもって取
り組むことができた

2品冨讐 諾 警竺 '柑 勺に取り

3きき悪書望,空して授靴 剛 組む

29 87 37 4

36 88 29 4

47 88 18 3

振り返リシートの目標を達成する
4 ために､授業中､頑張ることがで 33 87 32 5

きた

0 p=0.00CX).

0 p=0.OW

1 p=0.0000b

0 p=0.m ~

振｡返りシートについて か篭『 う や冨言う 笥 憲 .5 憲嘉芸L5. 無回答 直接品 走

このシートは理科の学習に役立つ
と思う

24 64 55 12

このシートがあると理科の学習に
2意欲的 ･積極的に取り組めると思 19 64 59 15

ラ

3妄言差~トに目標を書くのは簡単 .1 41 77 27

4 孟冨差;,L=に反省点を曹<ことは 14 49 78 16

5言話 芸霊芝表警 芝画｣は目標 30 75 39 1.

6苧㌫夏空至宝禁 生からのコメン 63 63 23 8

きちんと授糞を振り返って､自己
評価を脊くことができた

43 80 25 9

2 p=0.1078

0 fFO.5233

l p=0.α氾0~

0 p=80163★

2 p=0.OCKX)～

0 FO.OW

0 p=0.OW

単1乱 ^; 1'pく0.01.●p(0.05:1x2直接確率検定 (両側検定)は rかなtJそう思う｣.rややそう思う｣を肯定的な回答,rあま

りそう思わない｣,｢全く思わない｣を否定的な回答として合計人数を換井して実施;N=157

表7 日由紀述で5名以上が同じ意見 ･感想を妃述したもの

【 肯定的な意見 ･感想 】 意見の個数 全意見に占める割合/%

･目標を持つことができ､達成のために頑張れた

･先生のコメントがあった方が良い

･反省点や改善点を見つけることが出来た

･授業計画が良かった

･役に立つと思う

25

17

9

6

5

9.9

6.7

3.6

2.4

2.0

【 否定的な意見 ･感想 】 意見の個数 全意見に占める割合/%

･大変だった､面倒だった

･目標を立てるのか難しかった

･振り返りシートは必要ない

･理由や反省を寄くのが難しかった

15.4

15.0

4.7

2.0

自由意見総数253
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｢目標を立てる練習になった｣など､目標に関

連した意見 ･感想が目立った｡このことから生

徒が目標を意識しながら授業に参加していたこ

とが推察される｡また､授業者からのコメント

に対する肯定的意見も多かった｡｢コメントを

読むのが楽しかった｣､｢コメントがあるとどこ

を直せば良いかが分かった｣など,生徒自身が

きちんと返信コメントに日を通し､活用してい

ることが分かる｡

否定的な意見 ･感想では､やはり ｢大変だっ

た､面倒だった｣の割合が最も多かった｡また､

｢目標を立てるのが難しかった｣という意見も

多かった｡このことから､目標を立て､それを

表現するということに生徒は苦手意識をもって

いることが分かる｡反対に､どのように学習に

対する目標を立て､それを表出させていくのか

が本学部の附属中学校の最近の探題である ｢生

徒の学習意欲の低下｣I)を解決するための手立

てであることを意味している｡

また､振り返りシートの要望として ｢シート

に感想も記入したい｣ という意見が多かった｡

このことから､生徒は振り返りシー トを自己評

価の内容だけではなく､授業内容を振り返る手

段 (受訴生による授業そのものの評価)として

も活用したいと考えていることが推察される｡

4.おわりに

今回の実践から､能動的自己評価を取り入れ

た振り返りシートを本学部の附属中学校の理科

の教育実践へ導入するには､シー トの形式や授

業展開､支援方法に工夫が必要であるといえる｡

初めに､振り返りシートに設定する設問では､

目標設定の部分で､授業テーマ (本時の学習内

容の概略を示す見出し)と目標は別であるとい

うことを生徒に明確にする必要がある｡授業テー

マと目標を同様に捉えてしまうと､能動的に目

標を設定したとはいえず､むしろ振り返りシー

トの効果を妨げてしまう｡そのために､振り返

りシートには授業テーマを記入する欄と目標を

記入する欄を個別にかつ明確に設定し､生徒が

能軌的に目標を設定できるようにする必要があ

る｡そうすることで､生徒自身が目標設定を行

い､授業に意欲的 ･積極的に取り組むことが可

能になると思われる｡次に,目標設定だけでは

なく､それに対する達成度を棒グラフなどの視

覚的に把握しやすい形で表現させること､達成

できなかった理由を記述させること､それに対

する生徒自身の解決策を考えさせることが､筆

者らの授業実践の中で能動的自己評価を機能さ

せるためには必要である｡しかし､今回の実践

では生徒に記述させた解決策について､生徒が

実施できたかどうか､授業者はどのように確認

するかという点まで着手することができなかっ

た｡この点は今後の課題である｡

授業展開及び支援方法においては､具体的方

法①に示したように､目標設定の際には生徒に

対して､授業で行う学習活動を把握させる必要

があることが分かった｡生徒は授業テーマのみ

を与えられた状態では明確な目標を設定するこ

とが困難であり､そのような状態で学習に対す

る意欲 ･姿勢も向上させることが難しい｡その

ために､生徒に学習活動を把握させ､授業に対

する見通しを立てさせることで､明確な目標設

定が可能となり､それに伴って学習に対する意

欲 ･姿勢も向上すると考えられる｡しかし､ア

ンケート調査からは目標設定や自己評価の記入

に関して生徒が苦手意識を持っていることも明

らかになった｡このような苦手意識は､能動的

自己評価の効果を阻害する要因になると考えら

れるので､より効果的な授業展開や支援方法を

考察し､実施する必要がある｡

その一方で､具体的方法③に示したように､

授業者からのアドバイスやコメントが､振り返

りや自己評価を記述する能力の向上及び学習へ

の軌機付けに対して有効であることが示唆され

た｡アンケート調査の結果からも授業者からの

返信コメントに対して肯定的意見の占める割合

が高かった｡また､振り返りシー トに授業では

解決できなかった､あるいは触れられなかった

疑問を記入する生徒も確認できた｡このことか

ら振り返りシートが､単に自己評価を行うため

だけのシートではなく､生徒の疑問解決の場に

なり得ることも分かった｡

このように､振り返りシー トを活用した能動
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的自己評価を機能させていくためには､これま

での筆者らの授業スタイルとは異なる特別な授

業展開や支蟻方法が必要となる｡そのため筆者

らの授業実践スタイルを図16のような形に改

める必要があろう｡学習テーマの提示の仕方一

つをとっても､課題が山積しており､今回の一

連の実践を見ても生徒を引きつけるための ｢し

かけ｣不足は否めない｡学習テーマの提示はと

もすれば r子どもにとって解きたい間福｣では

ない ｢勉強 (受験)のための勉強｣を強いるこ

とにもつながるため川､筆者らの実践自体もま

だ発展途上である｡しかし.本学部の附属中学

校での理科の学習に対する生徒の意欲的 ･積極

的な姿勢の向上に有効であることが分かった｡

振り返りシー トを用いた能動的自己評価を活

用する際には､次のような課題も残っている｡

①目標設定及び自己評価の記入に対するさらに

有効な授業展開,支援方法の考察

今回の実践では､回を追うごとに生徒が目標

を詳細に設定できるようになったが､目標設定

及び自己評価の記入に関しては､依然として苦

手意識を持っている生徒が多いことは否めない｡

それを解決するために､さらに効果的な授業展

開,支援方法を考察し､実践していくことが必

要である｡

(塾中学校理科における全ての学年､分野での振

り返りシートの実践

今回は限られた学年､分野のみでの実践だっ

たので､他学年､他分野での実践を行い､有効

性を検討する必要がある｡

③振り返りシー トを資料として活用する際の活

用方法の検討

今回は振り返りシー トを生徒の学習意欲 ･学

習姿勢の向上という目的で用いたが､これを生

徒の評価や教材研究の際の資料､あるいは授業

そのものへの評価資料として活用することもあ

りえるため､様々な活用方法について検討して

いく必要がある｡

この課題を解決するためには､シー トを導入

した授業を長期的に取り入れて行い,能動的自

己評価の累積が必要不可欠である｡図16のよ

うな授業スタイルを-箇学期 ･年度もしくは中

学校3年間を通して実施できることが必要となっ

てくる｡今回の実践が短期的なもので終わらな

いようにするために.附属学校のメリットであ

る学部との共同研究の一環として継続的に取り

入れたり､教育実習生にその授業実践を振り返

られる方策として導入したりすることが期待さ

れる｡

展開住)
生徒 :r授賞肝胃｣に基づいた日儀敗定

授賞で
の
活
動
･"････-
･･
･-･-･･･"

∫ ㊨8舶 虎への取tJ組み

I展開⑧

生徒 :自己評価の実施

∩ .達成度の確耽

蛋 :諾 言芸…芸話 芸因の把捉

llHnllHHBHHH IHH tll414IHI+lMIIMl41+IIIl+lfll+lMMl+l+LJ1441日JHllHHHLIIHfJJ
l

展鰐⑳
操縦者 :妃並内申の碕艶 ･操業への反映

図16 振り返リシートを導入した授業展開 (秦)
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